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1．はじめに 

 今回の留学で体験したことを、寮での生活・食事について・ESL の授業・FIS ファミリ

ーの四つの項目に分けて書いていきたいと思います。 

 

2．寮での生活 

 留学中、私は Dietrich Hallという寮で過ごしました。寮の部屋は 2人 1部屋で、引き出

し付きの机・椅子・棚・引き出し・クローゼットが備え付けてあります。また各階ごとに

シャワー・トイレ・冷水器があります。1階には、くつろげるスペースと勉強できるスペー

ス、ビリヤード台・卓球台もあり、地下には洗濯機・乾燥機・キッチンがありました。 

今回私はネパール人とルームメイトになり、その人から他のネパール人の人たちと仲良

くなれました。あなたも、ルームメイトと仲良くなれるよう積極的に話すと良いと思いま

す。万が一、ルームメイトとうまくいかなくても、各階ごとに RA(Resident Assistants)と

いう、様々な手助けをしてくれる人達がいるので、相談すると良いでしょう。 

 

3．食事について 

次に食事についてです。主に食事は Union という建物の一階で食べます。朝のメニュー

はパンやソーセージ、スクランブルエッグなどで、昼以降になるとハンバーガーやトルテ

ィーヤ、スープなどを食べることができます。その日によって、たまに特別なメニューも

出ます。食べ放題飲み放題なので、自分でバランスの良い食事をした方がいいと思います。

また、1 週間に 1 度、Union2 階の店か、Station でも食べることができます。Union のご

はんは美味しいものが多いのですが、やはり 4 カ月食べ続けていると飽きてくると思うの

で、学外のお店で食事をしたり、スーパーで材料を買って料理するのも良いと思います。 

 

4．ESLの授業 

ESL(English as a second language)とは、英語を母語としない人達のための授業です。

ESL の授業が始まる前に、クラス分けテストを受けるので、英語が苦手な人でもその人に

合った授業を受けることができます。授業は月曜日～木曜日にあり、休憩を含んで 9 時～

15 時です。最初の頃は授業に慣れるまで大変でしたが、慣れてしまえばそんなに難しくは

ないです。 

 

5．FISファミリー 

 FIS (Friends of International Students)とは、興味のある地域の個人および家族（友人）



とノースウェストの留学生を照合するために設立されたコミュニティベースの組織で、国

籍の異なる人々との違いなどの理解を促進させることが目的です。Thanksgivingの間、大

学が閉まってしまうので FIS のファミリーの家にホームステイをしました。私の FIS ファ

ミリーは銃が好きで、家に 60丁以上の銃があり、何度か銃を撃たせてくれました。FISフ

ァミリーと一緒に狩りにも行き、狙撃銃で鹿を狩るというとても貴重な体験ができた事は

私の一番の思い出となっています。 

 どの FIS ファミリーにお世話になるのか、どんな風に過ごせるかは人それぞれ違います

が、FISファミリーの方は皆とても親切だったので心配しなくていいと思います。 

 

6．最後に 

 留学に行くためには多くのお金が必要ですが、私はそのお金以上の価値のある経験がで

きました。もし迷っているなら、留学に行くことを強くお勧めします。最後に、お世話に

なった先生方、FISファミリーの方、留学中に知り合えた方々、貴重な経験をありがとうご

ざいました。 

 


